














[要旨]

 新生児の発育発達を円滑にうながすためには、その育児に中心的に関わる母親の不安に

いかに応えるかが重要であり、とりわけハイリスク児をもつ親に対しては児の状態を熟知

し、母子にとって最善最短の方法を展開することが大切である。

 今年度は 1)前年度報告の対象児について、その母親、家族の入院中、退院時、退院後 1

年間の児の受け入れを検討し、2)当院におけるカンガルーケアの試みとその効果について

報告する。


